
【地域活動ノート】

医療栄養学科における農作業体験を通した
学生の食への興味・関心の向上に対する試み

―収穫したさつまいもを使ったレシピ作成
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活動の概要

医療栄養学科（管理栄養士養成課程）１年次の後期必修科目である「医療栄養学概論演習」において、秋
の味覚である「さつまいも」の収穫体験および収穫したさつまいもを使った調理・レシピ作成を行った。本
授業の目的は、農作物の収穫から消費までの流れを実体験することにより、「食」への興味・関心を向上さ
せるとともに、管理栄養士に必要な農作物に関する知識を修得すること、また今年度は新型コロナウイルス
感染症の流行により教場で同級生と共に学ぶ機会が少ないことから、同級生との交流も目的の一つとして、
はじめて実施を試みた。レシピ課題の記載内容および事後アンケート結果より、目的とした学修成果が得ら
れたことが示唆された。
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医療栄養学科（管理栄養士養成課程）１年次の後期必修科目である「医療栄養学概論演習（全１５回）」は、
様々な領域で活躍する管理栄養士や関連職種の講師から話を聞くことで目指すべき管理栄養士像を掴むとと
もに基本的な知識を修得すること、また病院や介護保険施設などの職場を見学することを通して、医療人と
しての基本的な態度を身につけるとともにヒューマンコミュニケーションから患者さんの気持ちを理解する
ことを目的として毎年開講している。今年度は新型コロナウイルス感染症の流行により、病院や介護保険施
設への見学が困難であること、また大学生活において大切な存在である同級生との交流の機会が少ないこと
から、本演習の一部に新たな対面形式の授業を導入する必要があった。そこで今回我々は、城西大学坂戸キ
ャンパスの緑に囲まれた豊かな自然環境を活かし、地元の農家の方と連携することで、農作物の収穫から消
費までの流れを実際に体験し、「食」への興味や関心を向上させること、また管理栄養士に必要な農作物に
関する知識を修得することに加え、同級生との交流も目的の一つとして、さつまいもの収穫体験および収穫
したさつまいもを使った調理・レシピ作成を計画、実施した。
さつまいもの収穫体験は、２０２０年１１月初旬、地元の農家の方および医療栄養学科の食育サークルDHA

（Diet and Health Association; 食と健康のサークル）の上級生メンバーの支援の下で実施した。さつまい
も畑において農家の方から今回収穫する２種類のさつまいもの特徴や収穫方法について説明があった後、収
穫体験を行った（図１）。図２には収穫体験後の学生の感想の一例（自由記載、一部抜粋）を示した。収穫
翌日に行われたオンライン授業において、担当教員がさつまいもの品種、起源・歴史、産地、栄養成分、味、
色など食品学的な特徴について説明した後、学生は持ち帰ったさつまいもを使い、自宅にて調理・レシピ作
成を行った。

＊ 城西大学薬学部医療栄養学科
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図１ さつまいも畑での収穫の様子 図２ 収穫体験後の感想の一例

図３ 学生が作成したレシピ課題の一例 図４ 農作業体験に対する学生の評価
（事後アンケートより抜粋）

学生が作成したレシピ課題の一例を図３に示した。レシピ課題の記載内容より、多くの学生がさつまいも
に関する食品学および調理学的な知識を修得していることが推察された。図４には授業終了後に実施したア
ンケートの結果（抜粋）を示した。授業を受ける前に比べ、食物の収穫から消費までの流れに興味・関心を
持つようになった者（「はい」またはどちらかといえば「はい」と回答した者）は８８．６％だった。また、授
業を受ける前に比べ、調理やレシピ作成について興味・関心を持つようになった者は８８．８％だった。以上の
結果から、本授業により、農作物の収穫から消費までの流れや「食」に関する興味・関心が向上したこと、
管理栄養士に必要な農作物に関する知識を修得することが示唆された。フィールドワーク全体について、対
面での演習形式の授業に参加してよかったと感じた者が９７．７％だったことから、本授業が大学生活において
大切な存在である同級生との良い交流の機会になったことが示唆された。
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